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２日に実施した全校朝会では、下のような話をしました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

        №１８                       令和２年１０月 ７日 
       

学校の教育目標；五ヶ瀬を愛し、ともに学び合い、ふれあい、高め合う子どもの育成 

 

五ヶ瀬町立上組小学校 TEL 0982-82-0212 FAX 0982-82-0229 文責；校長 三橋正洋 

目目標標ををももつつここととでで「「ややりりぬぬくく力力」」をを育育ててるる  

少し前の話になりますが、運動会について振り返りましょう。みなさん、運動会、どうでした

か？ 楽しかったですか？ 精一杯頑張りましたか？ 

 今年は「特別な運動会」として、「コロナに負けない」「学校へ来ることのできなかった地域の

方々に笑顔と元気を届けよう」も盛り込みながら、プロジェクト委員の人たちを中心に取り組ん

できました。先週、地域の回覧に「運動会通信」を届けました。この後、みなさんに地域の方へ

はがきを書いてもらうことになっています。 

 運動会、みんなそれぞれ頑張ったことと思いますが、その中で３人の人に感想を書いてもらい

ましたので、紹介します。【内容は裏面に】 

運動会が終わって、今みんなは何を目標に頑張っていますか？ 何となく過ごしている人はい

ませんか？ 前にも話した通り、みなさんはこれから大人になると、コンピュータと一緒に仕事

をすることになるでしょう。その時に、しっかりと生活できるように、人間しかできない大事な

力を身につけられるように、学校ではいろいろな勉強をしています。そこで大事な力の１つが「最

後まで頑張りとおす力、やりぬく力」です。そのためには、自分で頑張りたい目標をいつももっ

ておくことが大事です。 

 実は５年生に、この前、その目標を書いてもらいました。発表してもらいましょう。【内容は裏

面に】どれも、すばらしい目標ですね。こうして目標をもっておくと、それに向けて頑張れる、

最後までやりぬく力がついてきます。 

 ５年生のように、ぜひこれから頑張る目標を決めて、決まったら 

学級担任の先生へ教えてください。そうすると、もっと頑張る力が 

出てきます。 

 みなさんに聞きます。学級目標は言えますか？ これは１年間、 

学級で頑張ろうと４月に決めたものです。ぜひもう一度、確かめて、 

みんなで頑張ってみましょう。 

 １０月が始まりました。今の学年も残り半分となりま 

した。これから自分で立てた目標に向かって、１日１日 

成長していきましょう。 

 またこれから持久走大会の練習も進んでいきます。自 

分の体力を考えながら、最後まで走りぬく、やり抜く力 

を高めていきましょう。運動会での一生懸命さをまた見 

ることができるのを楽しみにしています。 
みんなの前で堂々と発表する５年生！ 



◇３人のリーダーの運動会の取組◇ 

 森下陽和心 団長 興梠心 団長 後藤祐哉 委員長 

なぜやろうと思

ったのか？ 

大変そうなことをやって

成長したかったから 

前からやりたいと思って

いたから 

前で発表することもいい

と思ったから 

やってよかった

ことは？ 

初めての体験で緊張した

けど楽しかったこと 

みんなのお手本になれた

こと 

声の大きさの意識が強く

なったこと 

やって大変だっ

たことは？ 

応援を考えたり教えたり

すること 

みんなをまとめること 紙なしでメンバーを紹介

すること 

やって成長した

ことは？ 

大変な役を進んでできる

ようになったこと 

自分から行動すること 少し自信をつけられたこ

と 

これから役立つ

ことは？ 

みんながやりたくないこ

とをやってよろこばせご

っこをすること 

みんなを支えること 人前で文章を読めたこと 

◇５年生のこれから頑張りたいこと、目標◇ 

 

 

 

 

 

 

 

 「才能よりも大切な子どもの“やり抜く力” の育て方」HPに、こう書いてあります。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大切なことを「目標をもって、それに向かってね 

ばり強くがんばりつづけること」です。一人一人 

が立てた目標達成に、取り組んでいきましょう。 

 家庭でも、励ましの声かけをお願いします。 

＊本日、「ネット依存から子どもたちを守るため」 

 のオンライン研修会の案内を配りました。有料 

ですが、脳科学で著名な川島先生の講演もあり 

ます。視聴の際は、16日までに登録手続きが 

必要ですが、ゲーム依存と睡眠などためになる 

内容となっていますので、ご案内します。 

〇もっと発表して自信をつけていき、授業などで分かったら手を自分から挙げられるようにする。 

〇発表会に向けて、毎日練習をする。 

〇苦手な算数を克服するために頑張っていく。 

〇すばやく計算をする。たくさん発表する。 

〇最上級生として小学校をよくしていく。 

〇上組小学校の最上級生として頑張っていく。 

【１１月の主な行事】 
〇 2日(月)…全校朝会(１年)、給食マナーの日       
〇 4日(水)…第１回読み聞かせランド 
〇 5日(木)…わくわくランチ 
〇 9日(月)…宿泊学習(５年) ＊１１日まで 
〇12日(木)…伝統芸能練習（神楽） 
       わくわくランチ 
〇13日(金)…みやざき一斉行動防災訓練参加 
       避難訓練(噴火) 
〇15日(日)…ノーメディアデー ＊17日まで 
〇17日(火)…第２回読み聞かせランド 
〇19日(木)…わくわくランチ 
〇27日(金)…参観日、親子体験活動（パン作り） 

☆能力は筋力と同じ――“目標を設定してクリアする” 訓練を繰り返して鍛える 

目的は強力なモチベーションの源となります。ダックワース准教授が作ったGRITスケールでは

「目的」スコアが高い人ほどやり抜く力が強いことがわかりました。そして目標を定める際に大切

なのは、「何のために」を考えること。なぜその目標を達成したいのかがわかっていると、情熱と

粘り強さが培われるのです。漠然とやらされるのとは全く違う結果が待っています。  

まずは小さいことから初めてみましょう。例えば、「今週は本を1冊読みきる」「今週中に逆上

がりができるように練習する」など。そして、なぜそうする必要があるのかを考えるとき、「週末

に会うおばあちゃんに報告して喜ばせてあげたいから」とします。そこまで考えて頑張った結果と

しておばあちゃんが嬉しそうに褒めてくれることで、子どもはより大きな達成感と満足感を得るこ

とができます。それが次のモチベーションにつながるのです。 

自分の枠を超えて人や世の中のための目的を持つと、GRITはさらに伸びるそうです。将来に備

え、子どもの頃から小さな目標クリアを繰り返して能力を鍛えておきましょう。 


